
平成２９年９月２５日

議 員 各 位

                       産業厚生常任委員会

                       委員長  西 岡 克 之

委 員 長 報 告 書

産業厚生常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定

により報告いたします。

１.審査期間：平成２９年９月１１日～１３日

２.付託された議案等

議案番号 件        名 結 果 

５２ 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 
全会一致

可  決

５５ 平成２９年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決

５６ 平成２９年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決

５７ 平成２９年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決

５８ 
平成２９年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号） 

全会一致

可  決

５９ 平成２９年度長与町水道事業会計補正予算(第１号） 
全会一致

可  決

６０ 平成２９年度長与町下水道事業会計補正予算(第１号) 
全会一致

可  決

６３ 
平成２８年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

賛成多数

認  定

６４ 
平成２８年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

賛成多数

認  定



議案番号 件        名 結 果 

６５ 
平成２８年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

賛成多数

認  定

６６ 
平成２８年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

賛成多数

認  定

６７ 平成２８年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

全会一致

可  決

認  定

６８ 
平成２８年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定につい

て 

全会一致

可  決

認  定
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議案第５２号 長与町福祉医療の支給に関する条例の一部を改正する条例        

【提案理由の概要】 

 子育て世代の経済的援助を図るため、福祉医療費の支給対象を中学生までの入院費について拡

大するとともに、母子及び寡婦福祉法及び児童扶養手当法施行令の一部改正に伴う条文の整備

と所要の改正を行うもの。 

 対象拡大の部分については、平成２９年１０月１日から施行する。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 今回、入院に限って中学卒業まで拡大した経緯は。 

答弁 対象拡大に向け検討してきたが、一定の目途がついたため。 

質疑 施行日が１０月１日となった理由はなぜか。 

答弁 予算議決後、システム改修に１か月ほど時間を要することと、近隣市町とも足並みを揃え 

たことによる。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１１日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  森川住民福祉部長 村田こども政策課長 その他関係職員 
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議案第５５号 長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）      

【提案理由の概要】 

 歳入歳出それぞれ３６３万８千円を追加し、補正後の予算総額を歳入歳出それぞれ 

４８億５４０７万３千円とするもの。 

内容は３０年度から実施される国保都道府県化に伴うシステム改修費として国庫補助金３２

万４千円の増額計上、県補助金である特別調整交付金５２万９千円は平成３０年度から実施予

定の健康ポイント制度にかかる消耗品費等の増額計上、２８年度決算に伴う繰越金２７８万５

千円の増額計上。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 健康ポイント制度について内容はどうか。 

答弁 健康づくりを目的に、対象者２０歳以上、基本的に歩くことによってポイントをためて健 

康へのインセンティブを獲得してもらう制度で、今後詳細を詰めていく。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１３日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長 志田健康保険課長 その他関係職員 
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議案第５６号 平成２９年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

【提案理由の概要】 

既定の予算総額に歳入歳出それぞれ６３万５千円を追加し、補正後の予算総額を 

４億６５４８万３千円とするもので、平成２８年度決算に伴う繰越額の確定と広域連合納付金

の確定によるもの 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 歳出の広域連合納付金はこの時期に確定するのか。 

答弁 ２９年の４，５月に入金された保険料は一度町に入金されて、２９年度の予算に繰越をし 

たのちに２９年度予算で広域連合に納付するようになる。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１３日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長 志田健康保険課長 その他関係職員 
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議案第５７号 平成２９年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号）       

予算の総 

【提案理由の概要】 

 既定の保険事業勘定歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億１９５３万４千円を追加し、補正後の

予算総額をそれぞれ３３億６９３７万８千円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算にそれぞ

れ１２８５万円を追加して、補正後の総額を３６５８万８千円とするもの。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 認知症初期集中支援チーム検討委員会の立ち上げにかかる準備委員会の予算を計上して 

いるが、メンバー構成と支援チームの役割は。 

答弁 メンバーは医師会、ケアマネ、介護事業所、民生委員、保健所関係で７名を予定している。 

役割としては、地域で認知症、あるいは認知症の疑いがある方のサポートをチームで総合 

的に行うことを想定している。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１１日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長 辻田介護保険課長 その他関係職員 
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議案第５８号 平成２９年度長崎都市計画整理事業 長与町土地区画整理事業 

特別会計補正予算（第１号）        

【提案理由の概要】 

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３３３万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１０億３７５６万８千円とするもので、平成２８年度決算に伴う繰越金３３３万２

千円を全額県事業委託料として計上するもの。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 一般会計に戻さずに繰り越した理由は。 

解答 保留地処分金については一般会計に戻しているが、事業費についてはそのまま翌年度に 

繰り越して事業の進捗を図っている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１１日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  緒方建設産業部長 松邨建設産業部理事 その他関係職員 
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議案第５９号 平成２９年度長与町水道事業会計補正予算（第１号）       

【提案理由の概要】 

債務負担行為として、長与町浄水場運転管理業務委託及び長与川流量観測業務委託の２件を追 

加するもの。浄水場運転管理業務については、契約方法の変更を含め３年契約に見直すもので、 

期間は平成３０年度から平成３２年度までの３年間、限度額は３億６千万円を予定。 

長与川流量観測業務委託については、長与川の年間を通じた流量を観測し、今後の水利権増量 

可能性を判断するために実施するもので、期間は平成３０年度まで、限度額は８００万円を予

定。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 今回見直しによる限度額が現行より高くなっているのはなぜか。 

答弁 労務単価が据え置かれ、これまでが低く抑えられていた、積算基準に基づいた労務単価 

の採用により、積算上高くなっている。 

質疑 ほかにメリットは、 

答弁 業務全体の見直しと３年契約にすることにより、長期的視野で業務の効率化ができると考 

   えている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１２日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  濱水道局長 山口水道課長 その他関係職員 
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議案第６０号 平成２９年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号）      

【提案理由の概要】 

現行の債務負担行為に長与浄化センター維持管理委託を追加するもので、契約方法の変更を含

め３年契約に見直すもの。期間は平成３０年度から平成３２年度までの３年間で、 

限度額は５億８５０２万７千円を予定。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 浄化センター維持管理委託の見直しについて、業者選定はどのようにするのか。 

答弁 予算決定次第に公募の形をとりながら、様々な可能性を模索する。 

質疑 総合評価方式など取り入れた形を考えているのか。 

答弁 技術評価の提案なども取り入れた形での公募型プロポーザル方式も考えている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１２日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  濱水道局長 山崎下水道課長 その他関係職員 
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議案第６３号 平成２８年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

【提案理由の概要】 

歳入では、調定額４９億２９４６万７４０円に対し、収入済額４７億８６６万２７５４円。 

不能欠損額は７８４万３６８８円、収入未済額は２億１２９６万４２９８円で、 

収入済額は、前年度比３，２％の減。 

歳出では、予算現額４８億９９４４万２千円に対し、支出済額４７億５７２万６２０７円、 

不用額は１億９３７１万５７９３円で、支出済額は前年度比５，３％の減。 

実質収支額は２３９万６千円で、基金繰入額は１５万円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 ２８年度保険税が上がったが、どのくらい見込んで実際どうだったのか。 

答弁 ６０００万円ほど見込んでいたが、実際は約５６００万円ぐらいだった。 

質疑 保険税の値上げで支払い困難の方が増えたのではないか。 

答弁 保険税の収納率は２８年度のほうが若干向上している。 

質疑 レセプト点検委託料が減額となった訳は。 

答弁 委託先の変更によるものである。 

質疑 コンビニ収納の推移はどうか。 

答弁 平成２７年度は８２１９件 平成２８年度は１万５８７件となっている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１３日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長 志田健康保険課長 その他関係職員 
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議案第６４号 平成２８年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て        

【提案理由の概要】 

後期高齢者医療保険料は、 

調定額３億６１７４万１８００円に対し、収入済額３億６０２３万２千円で、 

不能決損額は３１万９千円、収入未済額は１１９万８００円。 

他、主な歳入として繰入金８，２２２万２３９６円で、 

収入済額の合計は４億４，４５２万９，５９８円、前年度比４，０％の増。 

歳出の主なものは、後期高齢者広域連合納付金 ４億４１１３万５７８５円で、 

予算額 ４億５０５２万４千円に対し、支出済額 ４億４３８９万３１９６円で、 

不用額は、６６３万８０４円となっており、支出済額は前年度比４，４％の増、 

実質収支額は、６３万６千円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 保険料で、特別徴収と普通徴収の割合はどれくらいか。 

答弁 特別徴収が、６１，９％ 普通徴収が、３８，１％となっている。 

質疑 保険安定基盤の軽減対象件数はどれ位か。 

答弁 軽減対象者は２，５７９名となっている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１３日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長 志田健康保険課長 その他関係職員 
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議案第６５号 平成２８年度長与町介護保険特別会計歳入歳出の決算の認定について

【提案理由の概要】 

保険事業勘定の歳入では、調定額 ２８億７９６８万３４０１円に対し、 

収入済額２８億６７６９万４４０１円となり、不能欠損額３６万５２００円で、 

収入未済額は１１６２万３８００円、収入済額は前年度比４，１％の増。 

歳出の支出総額は２４億８１６４万８６５９円で、前年度比０．５％の減。 

介護サービス事業勘定では、歳入合計３４９１万４８８８円で、前年度比７．８％の増、 

歳出合計は２２０６万３０２０円で６．６％の増。 

実質収支額は、保険事業勘定で３億８６０４万５千円、 

介護サービス事業勘定で１２８５万1千円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 保険料の滞納について時効は２年だと思うが、どのように対応しているか。 

答弁 過年度分が未納の場合、介護保険利用時の給付制限を行う可能性があり、本人に不利益と 

   なる可能性があることから、不能欠損以外は引き続き納付のお願いをしている。 

質疑 介護予防で様々事業をしているが、成果についてはどう手ごたえを感じているか。 

答弁 本町に行政視察に来られた方からは、長与町の介護予防事業は進んでいるとの言葉をいた 

だいている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１１日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  中山健康保険部長  辻田介護保険課長 その他関係職員 
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議案第６６号 平成２８年度長崎県都市計画事業 長与町土地区画整理事業 

       特別会計歳入歳出決算の認定について        

湯つは 

【提案理由の概要】 

国庫支出金、県支出金、一般会計繰入金などで、歳入合計７億９７９１万７１６０円、 

収入未済額は４億５５９２万6千円。 

 歳出は、県事業委託費６億４４３８万３千円などで、歳出合計７億９２５８万４８２１円、 

繰越明許による翌年度繰越額は４億５５９２万６千円で、実質収支は５３３万２千円。 

 県事業委託による本工事５件、測量試験費１０件、移転補償１件。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 長与駅付近の工事が本特別会計にあるのはなぜか。 

答弁 長与駅周辺区画整理事業に起因する工事なので、同会計で処理した。 

質疑 ＰＦＩ導入についてはどうか。 

答弁 ＰＦＩについては導入可能性調査を実施している。その調査結果と実施計画の見直し等を

踏まえ、早ければ今年度住民説明会を開催できるようにしたい。 

質疑 民間活力の可能性は考えられるのか。 

答弁 所管としては、十分可能性があるのではないかと考えている。 

質疑 総務費の付帯工事はどんな内容か。 

答弁 区画整理事業外の草刈等維持管理的な工事を行っている。 

質疑 進捗率２７年度から２８年度は宅地５２．４が５３．５、道路５６，２が５６，８と 

あまり進んでいないがどうか。 

答弁 工事の内容でも進捗率が違う、山切などの土工事では宅地、道路の進捗率は伸びない。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１１日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  緒方建設産業部長 松邨建設産業部理事 その他関係職員 
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議案第６７号 平成２８年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について      

【提案理由の概要】 

収益的収入および支出の収入では、予算額７億８１１０万７千円に対して、 

決算額７億９７６５万９６７５円で、１６５５万２６７５円の増収。 

支出では、予算額６億８８７６万円９千円に対し、決算額は６億６２０３万１３７５円。 

資本的収入および支出の収入では、予算額２１４１万２千円に対して、 

決算額は２８５３万８千円で、７１２万６千円の増収。 

支出では、予算額４億５２４６万１千円に対し、決算額は４億３６５１万１４２５円。 

結果、当年度純利益は１億１６４７万３９１１円となり、 

当年度未処分利益剰余金は２億６７８８万１６２２円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 配水管は耐用年数内に交換しているのか。 

答弁 耐用年数が過ぎても使えるものは、使っている。 

質疑 修繕費が多くなっているのはなぜか。 

答弁 昨年の大寒波で、水道管の破損等が増加したため。 

質疑 地下水と河川の取水現状はどうか。 

答弁 長与川からは第１、第２浄水場の２箇所、地下水は１６本のボーリングのうち、現在１４ 

本を使用している。 

質疑 分岐料が増加している訳は。 

答弁 ヴューテラス北陽台なども増加の一因と考えている。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、剰余金の処分については全会一致で可決、決算認定についても全会一致

で認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１２日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  濱水道局長 山口水道課長 その他関係職員 
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議案第６８号 平成２８年度長与町下水道事業剰余の処分及び決算認定について 

【提案理由の概要】 

収益的収入および支出の収入では、予算額１０億３１９０万５千円に対して、 

決算額１０億６１５９万５５７６円で ２９６９万５７６円の増収。 

支出では、予算額９億８６１８万円９千円に対し、決算額は９億３２３６万７３３１円。 

資本的収入および支出の収入では、予算額１億２４４９万１千円に対して、 

決算額は１億２８８０万７６８３円で、４３１万６６８３千円の増収。 

支出では、予算額４億３７９８万８千円に対し、決算額は４億４７８万４２４３円。 

結果、当年度純利益は１億２０１４万２２７２円となり、 

当年度未処分利益剰余金は3億４９７８万７１９１円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑 営業費用の不要額について、人件費の減が主な要因との説明だったが内容は。 

答弁 ２７年度より人員が１名減ったこと、年齢構成が若返ったこと、産休職員が１名いたこと 

が主な要因だ。 

質疑 水洗化率９８．８％とかなり普及しているが、今後残りの水洗化にはどう取り組むのか。 

答弁 現在、１２５戸、１８７世帯が未水洗化となっている。経済的な理由によるものが多く 

劇的に改善が進むとは言えないが、利子補給制度の普及やお願い文書の配布等、地道に取 

り組んでいきたい。 

主な質疑は以上のとおり。 

慎重に審査した結果、剰余金の処分については全会一致で可決、決算認定についても全会一致

で認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２９年 ９月１２日 

出席委員  西岡克之  饗庭敦子  安部 都  安藤克彦  河野龍二 

   吉岡清彦  竹中 悟 

説 明 員  濱水道局長 山崎下水道課長 その他関係職員 


